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9 月
定例議会

９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
33
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
条
例
改
正
な
ど
25
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
す
べ
て
承
認
・
認
定
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
は
指
名
推
選
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
議
案
の
「（
仮
称
）
宮
代
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
策
定
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
請
願
書
」
は
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

令和５年度一般会計決算

決算特別委員会で検証

物価高騰対策物価高騰対策
の支援推進‼の支援推進‼
税金がどう活かされたか

その他その他
4億2,456万円（ー20.3％）4億2,456万円（ー20.3％）

町税町税
41 億3,968万円41 億3,968万円

（（+6.7+6.7％）％）

地方交付税地方交付税
27億7,616万円27億7,616万円

（+2.5％）（+2.5％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
7 億1,416万円（ー1.6％）7 億1,416万円（ー1.6％）
県支出金県支出金
8億3,969万円8億3,969万円

（+4.6％）（+4.6％）

国庫支出金国庫支出金
25億8,737万25億8,737万
（+10.7％）（+10.7％）

町債町債
4億4,290万円（+25.4％）4億4,290万円（+25.4％）

諸収入諸収入
2億4,528万円（ー7.4％）2億4,528万円（ー7.4％）

繰入金繰入金
6億129万円（+13.1％）6億129万円（+13.1％）

歳　入
136億3,055万円

（+2.2％）

歳　出
124億1,795万円

（−0.5％）

議会費　議会費　1億425万円（ー1.5％）1億425万円（ー1.5％）

その他その他
8,669万円（ー31.5％）8,669万円（ー31.5％）

農林水産業費  農林水産業費  2億5,082万円（+6.3％）2億5,082万円（+6.3％）

民生費民生費
48億9,743万円48億9,743万円

（ー0.7％）（ー0.7％）

消防費消防費    5億3,907万円（+12.7％）5億3,907万円（+12.7％）

公債費公債費
8億4,065万円（±0％）8億4,065万円（±0％）

衛生費衛生費
15億2,897万円15億2,897万円

（+4.4％）（+4.4％）

教育費教育費
13億5,909万円13億5,909万円

（+11％）（+11％）

土木費土木費
9億1,603万円9億1,603万円

（+2.9％）（+2.9％）

総務費総務費
18億9,496万円18億9,496万円
（ー13.1％）（ー13.1％）

※数字は万円未満を四捨五入､
（　）は前年度比

繰越金繰越金
8億5,945万円8億5,945万円

（ー28.6％）（ー28.6％）

宮代町監査委員（新
し ん そ

祖 章
あきら

氏）は審査に付された決算書及び「附属
書類」は正確であることを認めました。また、予算執行についても、
適正に執行されているものと認めました。

●歳入の内訳

●歳出の内訳
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事業の成果を事業の成果をチェック!!チェック!!チェック!!チェック!!

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
は
、
六
花
に
お
い

て
、
町
民
へ
の
発
熱
外 

来
が
受
診
で
き
る
体
制

が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
②

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
焼
却

せ
ず
に
資
源
化
の
推
進

を
求
め
る
べ
き
。
③
災
害

時
要
援
護
者
へ
の
体
制

を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

主
に
、
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

進
修
館
空
調
工
事
、
産

前
産
後
の
育
児
サ
ー
ビ

ス
支
援
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
な

ど
を
評
価
。
今
後
も
時

代
の
過
渡
期
に
合
わ
せ

た
事
業
の
推
進
を
期
待

し
、
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論

タ
ク
シ
ー
・
循
環
バ

ス
事
業
、
学
童
問
題
。

さ
ら
に
は
、
執
行
部
に

よ
る
意
思
決
定
過
程
の

透
明
化
や
事
業
の
検
証 

・
見
直
し
な
ど
、
町
民

か
ら
の
様
々
な
声
に
対

し
、
一
向
に
改
善
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、

反
対
す
る
。

佐
藤 
将
行 
議
員

反
対
討
論
討
論

町
税
の
収
納
率
が
高

く
評
価
で
き
る
。
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
物
価
高
騰
対
策

で
の
支
援
や
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
し
っ
か

り
と
進
め
ら
れ
、
各
種

事
業
の
推
進
や
新
規
事

業
へ
の
取
組
に
も
予
算

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

泉  

伸
一
郎 

議
員

賛
成
討
論
討
論

姫
宮
駅
西
側
、
和
戸

駅
周
辺
活
性
化
事
業
が

進
み
、
今
年
度
地
権
者
と

企
業
側
と
の
話
し
合
い

も
行
わ
れ
た
。
社
会
体

育
施
設
維
持
管
理
事
業

で
は
宮
東
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

の
工
事
が
完
成
。
安
心

し
て
使
用
で
き
賛
成
。

野
原 

洋
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

監
査
委
員
よ
り
「
各

種
事
務
事
業
を
効
率
的

に
執
行
し
て
い
る
。
今

後
も
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
」
と
要
望

さ
れ
て
い
る
。
日
工
大

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
交
通
安
全
を

考
慮
し
て
の
科
学
教
育

の
推
進
を
評
価
す
る
。

山 

妙
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

宮代町子育て世帯応援金給付事業

4,136万円

●物価高騰に対応するための経済対策として、
中学生以下の児童を養育する子育て世帯へ、
一人当たり１万円の給付金を支給しました。

物価高騰の影響は
本当に深刻だから、

給付金の支給は
とてもうれしいね！

東武動物公園駅東口周辺整備事業

１億2,760万円

●東武動物公園駅東口駅前広場の整備や東口通
り線の整備を進めるため、用地買収及び調査
設計を進めました。

東口駅前広場の
街路事業では、無電
柱化の予備設計など
も進めているよ！

環境推進事業

5,498万円

●町内公共施設における脱炭素化を進めるため、
太陽光発電設備の導入に向けて、導入可能規
模や費用に関する調査・検討を実施しました。

公共施設の太陽光
発電設備導入の可能
規模や費用を把握す
ることができるよ！
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決 算 特 別 委 員 会決算特別委員会は、町の決算について審査するために設置
される特別委員会です。各課の事業に対して質問しました。

総 

務 

課

　

町
長
へ
の
手
紙
に
つ
い

て
、
以
前
は
町
へ
都
合
の
悪
い

こ
と
を
書
く
と
恣し

意い

的
に
公
表

を
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

今
後
は
。

　

恣
意
的
な
も
の
が
な
い

よ
う
に
公
表
し
て
い
る
。

町民の意見を町政へ！

　

町
の
財
政
状
況
は
非
常

に
悪
く
、
以
前
は
ず
っ
と
町
長

報
酬
を
20
％
削
減
し
て
い
た
。

新
井
町
長
は
な
ぜ
削
減
せ
ず
満

額
な
の
か
、
課
長
会
議
で
進
言

は
で
き
な
い
か
。

　

町
長
自
身
が
判
断
し
て

き
た
の
で
、
引
き
続
き
町
長
の

考
え
に
沿
う
形
で
行
う
。

　

広
報
み
や
し
ろ
を
な
か

な
か
入
手
で
き
な
い
と
い
う
問

題
へ
の
対
策
は
。

　

問
題
に
つ
い
て
は
確
認

し
て
い
る
の
で
、
補
充
を
ま
め

に
行
う
。

ま
た
、
毎
年
在
庫
切
れ
の
早

い
２
月
号
に
つ
い
て
は
、
印
刷

部
数
変
更
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

公
用
車
運
転
時
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
運
転

開
始
前
後
の
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
課

へ
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を

購
入
し
た
。
そ
の
確
認
は
周
り

の
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

運転前後にチェック！

町長への手紙をきちんと公表してほしい

定住者増加のための考えは？

企
画
財
政
課

　
定
住
促
進
作
戦
の
１
６
０…

万
円
の
委
託
先
は
。
ま
た
、
定

住
者
を
増
や
す
た
め
に
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
考
え
直
す
予
定
は
。

　

委
託
先
は
ア
ン
カ
ル
ク

社
。
Ｐ
Ｒ 

な
ど
は
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
設
置
費
と
利
用
料
金

が
令
和
３
年
度
と
、
令
和
５
年

度
で
は
急
に
高
額
と
な
っ
た
が

そ
の
理
由
は
。

　

従
来
は
運
転
手
が
手
書

き
に
よ
り
集
計
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
を
令
和
５
年
度
か
ら

は
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
カ
ウ
ン

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
費
用
が
高
額
に

な
っ
た
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
利
用
状
況
は
。

　

７
月
末
時
点
ま
で
で
、

シ
ス
テ
ム
の
登
録
者
数
は

１
０
３
１
名
で
あ
る
。

　

バ
ス
G
ｏ
！
シ
ス
テ
ム

の
費
用
対
効
果
は
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
前
後
に

関
す
る
件
数
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
。

　

来
年
度
か
ら
の
循
環
バ

ス
契
約
と
ル
ー
ト
変
更
は
。

　

契
約
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
ル
ー
ト
の
検
証
は
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

これまでより予約が簡単に！
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決算特別委員会
ごみ袋がかさみ、住民負担が増えるのでは？

環
境
資
源
課

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み

は
こ
れ
ま
で
資
源
と
し
て
回
収

さ
れ
て
き
た
が
、
燃
や
せ
る
ご

み
と
し
て
処
理
す
る
と
の
こ
と
。

今
後
、
周
知
期
間
２
年
間
あ
る

が
、
ご
み
袋
が
か
さ
み
、
住
民

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ご
み
袋
が
か
さ
ま
な
い

よ
う
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

減
量
化
の
推
進
、
肉
や
魚
な
ど

が
入
っ
た
白
い
ト
レ
ー
な
ど
を

店
頭
回
収
で
き
る
と
こ
ろ
の
情

報
を
出
し
な
が
ら
、
順
次
丁
寧

に
説
明
を
し
て
、
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
い
う

が
、
何
を
も
っ
て
ゼ
ロ
な
の
か
。

　

町
の
公
共
施
設
だ
け
で

な
く
、
町
民
、
事
業
者
が
排
出

し
て
い
る
全
て
の
Ｃ
Ｏ
２
を
実

質
ゼ
ロ
に
し
て
い
く
こ
と
が
趣

旨
で
あ
る
。

　

ゼ
ロ
に
す
る
起
点
と
宮

代
町
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

２
０
１
３
年
度
が
基
準

年
で
あ
る
。
環
境
省
が
全
て
の

自
治
体
の
排
出
量
を
算
出
し
た

自
治
体
排
出
量
カ
ル
テ
に
よ
れ

ば
、
宮
代
町
全
域
で
２
０
１
３

年
度
は
年
間
13
万
５
０
０
０

ト
ン
。
２
０
２
１
年
度
は

10
万
６
０
０
０
ト
ン
ま
で
減
っ

て
き
て
い
る
。
２
０
５
０
年
ま

で
に
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。

プラスチック系ごみは、燃やせるごみに？

防災行政無線の更新内容は

町
民
生
活
課

　

防
災
行
政
無
線
の
更
新

工
事
６
９
７
万
円
の
内
容
を
。

　

１
つ
目
は
、
万
が
一
停

電
が
発
生
し
た
場
合
で
も
稼
働

で
き
る
無
停
電
装
置
の
入
替
え

工
事
。

２
つ
目
は
、
防
災
行
政
無
線

の
遠
隔
制
御
装
置
の
故
障
に
よ

る
交
換
工
事
で
あ
る
。

停電しても音が聴こえるように

　

町
内
全
て
の
地
区
・
自

治
会
の
訪
問
事
業
を
始
め
た
が
、

受
け
た
意
見
と
対
応
は
。

　

自
治
会
を
抜
け
る
人
が

い
る
こ
と
や
、
区
長
・
役
員
の

成
り
手
が
い
な
い
こ
と
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
が
負
担
で
あ
る

な
ど
の
声
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

分
析
し
、
解
決
に
向
け
た
提
案

を
し
て
い
き
た
い
。

　

進
修
館
の
女
子
ト
イ
レ

の
手
洗
い
場
の
雨
漏
り
が
、
非

常
に
ひ
ど
い
の
で
修
繕
が
必
要

で
は
。

　

雨
漏
り
は
場
所
の
特
定

が
難
し
い
た
め
、
部
分
的
な
修

繕
が
で
き
る
の
か
、
業
者
と
相

談
し
て
い
き
た
い
。

　

進
修
館
の
駐
車
場
は
56

台
か
ら
81
台
に
な
る
が
、
障
が

い
者
専
用
駐
車
場
数
は
何
台
確

保
す
る
の
か
。

　

障
が
い
者
の
駐
車
場
が

２
台
で
、
思
い
や
り
駐
車
場
が

２
台
と
な
る
。

障がい者専用駐車場を確保します
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決算特別委員会
ヤングケアラーの早期発見を

子
育
て
支
援
課

　

私
立
幼
稚
園
振
興
助
成

金
が
増
え
て
い
る
が
、
助
成
金

の
交
付
の
状
況
は
。

　

幼
稚
園
１
園
に
対
し
て

15
万
円
の
基
準
額
が
あ
り
、
心

身
障
が
い
児
の
人
数
に
応
じ
て
、

２
万
円
を
在
園
月
数
分
上
乗
せ

し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
姫

宮
成
就
院
幼
稚
園
が
令
和
４
年

度
よ
り
申
請
が
増
え
た
こ
と
か

ら
増
額
し
た
。

　

家
庭
総
合
支
援
事
業
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
委
託
に
お

け
る
実
態
調
査
の
傾
向
と
成
果

を
伺
う
。

　

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

合
計
１
５
０
０
人
に
対
し
て
調

査
を
実
施
し
、
中
学
生
１
名
が

該
当
し
た
。
保
護
者
に
対
し
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
案

内
し
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

早
期
発
見
の
た
め
、
社
会
福
祉

士
を
講
師
に
迎
え
研
修
を
開
き
、

教
職
員
と
教
育
委
員
会
職
員
15

名
が
受
講
し
た
。

　

子
供
の
見
守
り
強
化
事

業
の
内
容
と
成
果
は
。

　

見
守
り
が
必
要
な
世
帯

に
弁
当
、
生
活
支
援
品
な
ど
を

持
っ
て
定
期
的
に
訪
問
し
、
子

供
や
家
庭
の
状
況
を
把
握
し
た
。

弁
当
配
布
は
週
１
回
、
生
活
支

援
品
配
布
は
月
１
～
２
回
程
度
。

発達支援対象の児童が増加

福

祉

課

　

発
達
支
援
巡
回
事
業
の

委
託
先
と
、
巡
回
し
て
い
る
場

所
と
頻
度
は
。

　

社
会
福
祉
法
人
の
み
ぬ

ま
福
祉
会
に
委
託
し
て
い
る
。

巡
回
先
は
８
カ
所
で
、
未
就
学

児
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

保
育
所
、
幼
稚
園
に
希
望
を
と

り
、
年
に
１
回
訪
問
し
て
い
る
。

　

訪
問
の
成
果
は
あ
っ
た

か
。
保
護
者
へ
の
申
し
送
り
は

し
て
い
る
の
か
。

　

相
談
支
援
専
門
員
と
臨

床
心
理
士
が
訪
問
し
、
児
童
の

様
子
を
見
て
個
別
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
る
。
保
護
者
に
対

し
て
は
直
接
で
は
な
く
、
保
育

所
、
幼
稚
園
か
ら
必
要
に
応
じ

て
相
談
す
る
。

　

小
学
生
も
発
達
支
援
の

対
象
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

小
学
校
へ
の 

巡
回
の
拡
充
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
要
望
は
な

い
。

　

障
害
者
総
合
支
援
事
業

が
一
億
円
増
額
し
て
い
る
が
、

利
用
状
況
は
。

　

共
同
生
活
援
助
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
係
る
費
用
が

２
９
０
０
万
円
。
児
童
発
達

支
援
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
合
わ
せ
て
３
０
０
０
万

円
、
障
が
い
者
の
生
活
支
援
が

１
１
０
０
万
円
と
伸
び
て
い
る
。

早めの支援が必要

誰にも言えずにいる子どもたち
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健
康
介
護
課

　

避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
事
業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
。

　

令
和
5
年
度
に
は
、
若

干
対
象
者
が
減
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
支
え
よ
う
と
自
主
防

災
組
織
の
ほ
か
に
自
治
会
・
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
に
も

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
合
同
説
明

会
を
行
う
。
そ
し
て
協
働
し
て

地
域
で
支
え
る
方
向
に
シ
フ
ト

し
て
行
く
。

避難行動要支援者支援事業

　

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
助

成
金
で
、
今
後
迎
車
料
金
や
上

限
額
撤
廃
な
ど
の
問
題
は
。

　

こ
の
制
度
は
、
令
和
5

年
度
か
ら
健
康
介
護
課
に
移
っ

た
。
計
画
上
は
、
5
年
度
・
6

年
度
・
7
年
度
は
本
格
実
施
し
、

こ
の
仕
組
み
を
周
知
さ
せ
る
。

　
い
ろ
ん
な
方
の
意
見
を
伺
い

８
年
度
以
降
に
見
直
す
。

ALKOO マイレージ・コバトン

　

Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ
ー

ジ
の
ア
プ
リ
に
な
っ
て
、
前
の

万
歩
計
の
と
き
に
比
べ
て
人
数

が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
原
因

と
対
策
は
。

　

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な

い
方
や
ア
プ
リ
の
導
入
の
仕
方

が
解
ら
な
い
方
、
ス
マ
ホ
が
大

き
く
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
ら
な
い

な
ど
意
見
が
あ
る
。
登
録
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
開
催
し
周

知
に
務
め
る
。

避難行動要支援者支援の今後！

幅広い年代に合った消費生活講座

産
業
観
光
課

消費生活相談窓口

　

若
者
の
た
め
の
消
費
者

生
活
講
座
と
年
代
を
絞
る
の
で

は
な
く
、
高
齢
者
の
ロ
マ
ン
ス

詐
欺
が
増
え
て
い
る
の
で
、
い

ろ
ん
な
年
代
に
合
っ
た
対
策
は
。

　

昨
年
の
消
費
者
生
活
講

座
は
、
若
者
を
対
象
に
参
加
人

数
２
０
０
人
で
行
っ
た
。
消
費

者
生
活
相
談
窓
口
に
も
高
齢
者

の
方
が
来
ら
れ
る
。
い
ろ
ん
な

方
に
心
配
さ
れ
て
も
、「
大
丈

夫
」
と
言
う
の
が
高
齢
者
、
現

在
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
7
名

が
参
加
し
て
い
る
各
地
域
の
サ

ロ
ン
や
、
高
齢
者
の
集
会
に
出

向
き
啓
発
用
の
冊
子
を
配
布
し

い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
と
意
識
し
て
も

ら
う
。

　

店
舗
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
補
助
金
は
、
使
い
勝
手
が

い
い
い
た
め
に
、
す
ぐ
に
終
了

し
て
し
ま
う
。
補
正
予
算
を
組

む
な
ど
今
後
の
対
応
は
。

　

令
和
5
年
度
の
店
舗
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
、
７

月
11
日
に
終
了
し
た
。

　
来
年
度
以
降
当
初
予
算
を
組

む
と
き
、
産
業
観
光
課
の
ほ
う

で
所
管
し
て
い
る
補
助
金
の
う

ち
か
ら
、
利
用
率
の
多
い
も
の

少
な
い
も
の
を
勘
案
し
て
利
用

率
の
多
い
も
の
に
は
、
手
厚
く

配
分
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。住宅リフォーム
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ま
ち
づ
く
り
建
設
課

　

水
道
事
業
会
計
負
担
事

業
に
お
け
る
、
水
道
料
金
の
補

助
と
し
て
の
２
か
月
分
の
内
容

は
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
水
道
基
本
料
金
の
２
か
月

分
の
免
除
を
行
っ
た
も
の
。

１
５
３
６
０
件
、
４
６
７
８
万

円
分
を
補
助
し
た
。

水道基本料金２か月分の免除はありがたい

　

東
武
動
物
公
園
駅
東
口

周
辺
整
備
事
業
で
の
無
電
柱
化

の
予
備
設
計
が
行
わ
れ
た
が
、

内
容
と
今
後
の
進
捗
は
。

　
参
画
が
決
ま
っ
た
通
信
・

電
話
な
ど
を
地
中
化
す
る
た
め

の
予
備
設
計
を
行
っ
た
。
今
後
、

詳
細
設
計
を
実
施
し
て
無
電
柱

化
の
工
事
に
繋
げ
て
い
く
。

駅前広場開発が待たれる東武動物公園駅東口

　

街
区
公
園
等
草
刈
・
樹

木
管
理
委
託
料
の
内
訳
は
。

　

薬
剤
散
布
や
高
木
の
選

定
な
ど
の
樹
木
管
理
委
託
と
し

て
東
武
緑
地
に
１
０
０
１
万
円
、

除
草
・
草
刈
な
ど
の
委
託
と
し

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

約
４
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
路
側
溝
清
掃
業
務
委

託
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
清
掃
を
行
う
の
か
。

　

冠
水
被
害
が
生
じ
た
場

所
や
側
溝
の
断
面
に
対
し
て
堆

積
物
が
多
い
場
所
は
、
職
員
が

現
場
を
確
認
の
上
、
優
先
的
に

清
掃
す
る
。

物価高騰に対する水道料金の支援

すべての公民館で利用者が減少

教
育
推
進
課

　

公
民
館
管
理
運
営
事
業

で
す
べ
て
の
公
民
館
で
利
用
者

が
減
少
し
て
い
る
が
、
町
と
し

て
の
考
察
は
。

　

高
齢
化
な
ど
で
公
民
館

利
用
団
体
の
解
散
な
ど
が
増
え

て
い
る
。
予
約
し
や
す
い
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
考
慮
し
て
い
く
。

　

い
じ
め
不
登
校
対
策
と

し
て
、
い
じ
め
の
把
握
は
充
分

か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い

じ
め
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

　

学
校
毎
に
違
い
は
あ
る

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
月
に
１
度

ま
た
は
学
期
に
１
度
実
施
し
て

把
握
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
に
よ

る
い
じ
め
は
発
生
し
て
い
な
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

学
校
給
食
運
営
管
理
事

業
の
施
設
修
繕
料
の
内
容
は
。

　

ト
イ
レ
の
自
動
水
栓
の

修
理
、
ボ
イ
ラ
ー
１
台
の
部
品

交
換
、
排
水
施
設
の
排
気
ダ
ク

ト
の
修
繕
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
費
の
小
中
学

校
に
お
け
る
、
一
人
当
た
り
の

１
年
間
の
給
食
費
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
無
償
化
の
考
え
は
。

　

小
学
校
は
４
５
１
０
０

円
、
中
学
校
は
５
２
８
０
０
円

に
な
っ
て
い
る
。

　
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
予
算

が
高
額
に
な
る
た
め
町
独
自
と

し
て
は
難
し
い
。
補
助
金
な
ど

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

公民館の利用者の増加に努めたい
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国
民
健
康
保
険

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、

２
年
間
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
た
税
率
な
ど
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　
国
保
に
は
所
得
の
少

な
い
方
々
が
多
く
加
入
し

て
お
り
、
重
い
国
保
税
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
繰
入
れ
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
度
ま

で
に
は
解
消
し
て
い
く
こ

と
が
町
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

介
護
保
険

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

要
介
護
者
に
は
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
必
要
な
保
険
給

付
を
行
い
ま
し
た
。
要
支

援
者
に
は
予
防
給
付
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

〈
賛
成
12
、
反
対
１
で
可
決
〉

主
な
財
源
の
保
険
料
収

入
は
１
１
７
１
万
円
の
増
。

未
納
被
保
険
者
に
は
催
告
、

納
付
相
談
で
滞
納
の
解
消

に
努
め
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

◦
収
益
的
収
入
（
税
抜
き
）

11
億
１
６
１
０
万
円

◦
収
益
的
支
出
（
税
抜
き
）

10
億
４
０
０
６
万
円

水
道
事
業

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

◦
収
益
的
収
入
（
税
抜
き
）

７
億
８
８
１
７
万
円

◦
収
益
的
支
出
（
税
抜
き
）

７
億
６
９
万
円

国民健康保険
　歳入 33 億 4,237 万円　歳出 32 億 6,435 万円
介護保険
　歳入 33 億 4,524 万円　歳出 32 億 1,788 万円
後期高齢者医療
　歳入   6 億 2,892 万円　歳出   6 億 2,514 万円

①
国
保
税
は
高
過
ぎ

て
払
え
な
い
状
況
な
の

で
、
一
般
会
計
よ
り
繰

入
れ
を
増
や
し
、
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

②
子
ど
も
に
対
す
る

均
等
割
を
非
課
税
に
す

る
こ
と
。 丸

藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

下
水
道
普
及
率
は
76
％

面
整
備
は
完
了
し
、
事
業
債

残
高
も
年
々
減
少
す
る
中
、

７
６
０
３
万
円
の
純
利
益
。

消
費
税
２
２
３
３
万
円
の

転
嫁
に
反
対
す
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
で

は
、
一
定
所
得
以
上
の

利
用
者
の
利
用
料
の
負

担
割
合
が
３
割
ま
で
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ

に
加
え
、
低
所
得
者
の

補
足
給
付
か
ら
の
締
め

出
し
も
行
わ
れ
た
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

要
介
護
者
に
は
必
要

な
保
険
給
付
を
行
い
、

要
支
援
者
に
対
し
て
は

予
防
給
付
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
事
業
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
行
わ
れ
た
の
で
賛
成

す
る
。 小

島 

あ
け
み 

議
員

賛
成
討
論
討
論

予
算
と
決
算
と
の
乖か

い

離り

の
大
き
い
も
の
が
多

数
見
ら
れ
る
。
認
知
症

高
齢
者
見
守
り
事
業
で

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
が
２

件
し
か
な
い
。
端
末
も

使
い
勝
手
が
悪
く
、
事

業
を
検
証
し
て
い
な
い
。

佐
藤 

将
行 

議
員

反
対
討
論
討
論

高
齢
者
の
買
物
支
援

と
見
守
り
を
目
的
と
し

た
移
動
販
売
事
業
で
は
、

コ
ー
ス
や
ル
ー
ト
変
更

に
つ
い
て
、
町
民
の
方

か
ら
も
非
常
に
あ
り
が

た
い
と
い
う
声
を
聴
く

の
で
賛
成
す
る
。

山 

妙
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

介
護
予
防
活
動
に
力

を
入
れ
た
事
業
や
、
認

知
症
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
事
業
、
介
護
入

門
講
座
を
実
施
し
、
正

し
い
知
識
の
啓
発
な
ど
、

高
齢
者
支
援
を
推
進
し

て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論

所
得
が
少
な
い
中
、

預
貯
金
ま
で
差
押
え
。

２
０
２
２
年
10
月
か
ら

は
一
定
所
得
以
上
の
方

の
窓
口
負
担
が
１
割
か

ら
２
割
へ
と
増
え
た
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

町
の
水
道
料
金
は
県
平

均
よ
り
高
い
。
８
１
２
６
万

円
の
純
利
益
を
上
げ
、
内

部
留
保
金
も
約
11
億
円
。

水
道
料
金
を
県
平
均
ま
で

引
き
下
げ
る
こ
と
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

経
営
環
境
は
大
変
厳
し

い
中
で
、
宮
東
配
水
場
に

お
い
て
第
２
配
水
池
築
造

工
事
に
着
手
し
、
無
停
電

電
源
装
置
更
新
工
事
を
実

施
し
た
の
で
賛
成
す
る
。

野
原 

洋
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

町
の
水
道
料
金
が
高
い
。 

管
路
経
年
化
率
は
増
加

し
、
更
新
率
は
減
。
収
益

が
増
収
に
な
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
改
善
が
一
向

に
さ
れ
て
い
な
い
。

佐
藤 

将
行 

議
員

反
対
討
論
討
論

特別会計決算
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既
定
の
予
算
額
に
７
億 

３
２
２
万
円
を
増
額
し
、 

予
算
の
総
額
を
１
４
１
億 

３
７
０
４
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

主
な
質
疑

　
東
小
学
校
と
百
間
中

学
校
の
み
選
ん
だ
理
由
は
。

　

東
小
と
百
中
が
実
施

し
た
点
検
の
中
で
指
摘
箇

所
が
多
く
、
一
番
劣
化
が

進
ん
で
い
た
。

　
残
り
の
小
・
中
学
校
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

　
須
賀
小
学
校
を
除
い
た
、

須
賀
中
学
校
や
前
原
中
学

校
、
百
間
小
学
校
、
笠
原
小

学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
来

年
度
あ
る
い
は
再
来
年
度

の
当
初
予
算
で
設
計
に
つ

い
て
予
算
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
校
舎
の
外

壁
改
修
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の

期
間
を
要
す
る
の
か
。

　

今
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
の
４
か
年
を
目
標
と

し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
校
舎
の
外
壁
改
修
工
事

以
外
の
改
修
は
な
い
の
か
。

　
今
後
、
体
育
館
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　
小
・
中
学
校
給
食
用
食

器
の
追
加
購
入
は
何
枚
か
。

　

約
９
０
０
枚
を
予
定

し
て
い
る
。

　
地
下
道
防
犯
カ
メ
ラ

の
緊
急
修
繕
と
い
う
こ
と

だ
が
、
画
像
が
映
ら
な
く

な
っ
た
原
因
は
。

　

今
回
の
故
障
に
つ
い

て
は
、
い
た
ず
ら
と
か
故

意
的
な
も
の
で
は
な
く
、

劣
化
と
い
う
観
点
か
ら
カ

メ
ラ
が
動
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
交
換
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

百間中学校の校舎百間中学校の校舎

小
・
中
学
校
校
舎
外
壁
の
改
修
な
ど

賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決

一般会計補正予算

補正予算の主な内容 補正額
令和５年度決算剰余金の基金への積立 4 億 3,761 万円

人事異動や共済組合負担金率の確定など ▲ 1,565 万円

新型コロナウイルスワクチン接種に係る
国庫支出金の返還 2 億 5,661 万円

小中学校外壁の改修など 1,755 万円

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
補
助
金
と

し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

財
源
更
正
と
、
東
小
学
校
と
百

間
中
学
校
の
校
舎
外
壁
修
繕
工

事
は
必
要
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論

小
・
中
学
校
の
外
壁
の
改
修

工
事
に
つ
い
て
は
、
早
く
進
め

る
こ
と
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
情

報
に
関
す
る
中
間
サ
ー
バ
ー
更

新
の
補
正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連

に
は
反
対
で
あ
る
が
、
小
・
中

学
校
外
壁
等
改
修
工
事
設
計
業

務
は
生
徒
・
職
員
の
安
全
の
た

め
、
早
急
に
実
施
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

野
原 

洋
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論
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正
す
る
法
律
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
令
和
６
年
12
月

２
日
か
ら
同
法
第
９
条
に

規
定
す
る
被
保
険
者
証
、

被
保
険
者
資
格
証
明
書

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
し
な

い
場
合
、
資
格
証
は
こ
の
先

ず
っ
と
出
す
考
え
か
。

　

申
請
に
よ
ら
ず
資
格

確
認
書
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
る
。
１
年
間
と
い
う

期
限
を
設
け
る
が
、
そ
の

後
に
つ
い
て
は
、
国
の
方

針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

財
産
の
取
得

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

平
成
27
年
度
、
令
和
元

年
度
、
令
和
２
年
度
及
び

令
和
５
年
度
に
行
っ
た
、

教
師
用
指
導
書
な
ど
の
売

買
契
約
に
つ
い
て
、
予
定

価
格
７
０
０
万
円
以
上
の

財
産
の
取
得
に
該
当
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
会
の
承
認
を
得
ず
に
契

約
を
締
結
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該

契
約
の
追
認
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
原
因
と
経
過

教
師
用
指
導
書
な
ど
は
、

国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正

〈
賛
成
８
、
反
対
５
で
可
決
〉

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

通
常
４
年
に
一
度
更
新
、
廃

棄
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
消
耗
品
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
購

入
に
あ
た
り
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
る
財
産
で
あ
る
と

の
認
識
が
な
か
っ
た
も
の
。

他
の
自
治
体
に
お
け
る
同
様

案
件
の
新
聞
報
道
な
ど
を
受

け
判
明
し
た
。

●
再
発
防
止
策

財
産
の
取
得
基
準
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
、
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
契
約
事
務
手

続
を
進
め
る
際
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
し
、
再
発
防
止

に
努
め
る
。

紙の保険証は、なくなる！紙の保険証は、なくなる！

マイナンバーカードの活用一般会計補正予算
（専決処分）

〈全会一致で可決〉
落雷の被害を受けた役場庁舎

防火設備を緊急に修繕する必要
が生じたことから、令和６年８
月７日付で一般会計補正予算の
専決処分をしました。内容は、
庁舎管理事業において、自動火
災報知器設備や排煙窓などの修
繕工事に係る経費を計上し、財
源は、財政調整基金からの繰入
金を充てたものです。

国民健康保険特別会計
補正予算

〈全会一致で可決〉
既定の予算額に 7,945 万円を

増額。人件費及び国民健康保険
事業費納付金の確定による補正
のほか、令和５年度の県支出金
などの超過交付に伴う一般会計
への返還金が生じたことからの
増額が主な内容です。

介護保険特別会計補正
予算

〈全会一致で可決〉
既定の予算額に１億 2,666 万

円を増額。職員の人事異動など
による人件費補正のほか、令和
５年度決算の確定に伴う決算剰
余金の基金への積立て及び令和
５年度国・県負担金の精算に伴
う返還金などの増額が主な内容
です。

後期高齢者医療特別会
計補正予算

〈全会一致で可決〉
既定の予算額に 507 万円を

増額。人件費補正のほか、埼玉
県後期高齢者医療広域連合への
納付金の増額が主な内容です。

「マイナンバーカードの活用による行政手続きの利便性の
向上等を盛り込んだ」議案が提出されました。

現
行
の
保
険
証
で
大
き
な
問
題

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
い
ま

だ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体

の
ト
ラ
ブ
ル
の
話
を
聞
く
。

佐
藤 

将
行 

議
員

反
対
討
論
討
論

資
格
証
を
出
す
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
患
者
の
視
点
に
立
っ
て
保

険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
る
。

山 

妙
子 

議
員

反
対
討
論
討
論

個
人
情
報
の
流
出
す
る
危
険

が
あ
り
、
さ
ら
に
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
ぐ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

条例の改正・財産の取得・補正予算

11 2024年（令和６年）９月定例議会



令
和
6
年
度
6
月
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

録
画
中
継
に
お
い
て
、
佐
藤
議
員
の
発
言
の
一

部
が
カ
ッ
ト
編
集
さ
れ
た
事
象
が
あ
り
、
そ
の

削
除
さ
れ
た
発
言
部
分
と
い
う
の
は
「
参
考
ま

で
に
中
学
校
時
代
の
生
徒
会
長
が
町
長
、
副
会

長
が
中
村
教
育
長
、
一
般
の
生
徒
が
田
島
さ
ん

と
百
間
中
学
校
の
お
友
達
内
閣
で
す
よ
ね
」
と

い
っ
た
趣
旨
の
も
の
で
、
当
日
傍
聴
に
来
て
い

た
多
数
の
町
民
は
全
員
聞
い
て
い
る
も
の
の
、

様
々
な
理
由
で
傍
聴
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
々

が
後
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
を
視
た

際
に
は
、
事
実
と
違
う
情
報
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
実
際
に
傍
聴
し
た
人
と
の
間
に
大
き

な
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
が
、

通
常
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
と
い
う
も
の

は
そ
も
そ
も
質
疑
答
弁
の
や
り
と
り
や
議
場
の

あ
り
の
ま
ま
の
様
子
を
す
べ
て
公
開
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
公
平
性
且
つ
「
知
る
権
利
」
が
保

た
れ
る
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
、
田
島
議
長

の
言
い
分
に
よ
る
と
、
自
ら
削
除
さ
せ
た
議
会

議
事
録
と
の
整
合
性
を
と
る
た
め
、
そ
の
後
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
編
集
さ
せ
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
議
長
の
言
い
分

は
佐
藤
議
員
本
人
か
ら
確
認
済
み
で
あ
る
も
の

の
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
当
事
者
で
あ
る
佐
藤
議

員
に
対
し
て
す
ら
、
削
除
の
件
で
の
話
し
合
い

が
一
切
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
議
長
権
限
の
強
権

行
使
若
し
く
は
濫
用
も
大
問
題
で
と
な
る
と
こ

ろ
、
こ
の
結
果
、
傍
聴
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
々

に
と
っ
て
は
、
編
集
し
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た

部
分
に
つ
い
て
、
こ
の
先
知
る
こ
と
が
出
来
な

い
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
は
ま
さ
に
憲

法
21
条
に
よ
り
保
証
さ
れ
た
表
現
の
自
由
に
お

け
る
一
内
容
た
る
”
知
る
権
利
”
や
、
宮

代
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
趣
旨
等
へ
の
侵

害
に
あ
た
る
行
為
に
が
い
と
う
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
憲
法
上
の
基
本
的

人
権
や
宮
代
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
趣
旨
を

誠
実
に
理
解
し
、
そ
れ
ら
の
精
神
に
基
づ
き
誠

心
誠
意
議
論
す
る
こ
と
で
、
削
除
前
の
正
確
な

デ
ー
タ
を
改
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
求
め
る
件

�

〈
賛
成
1
、
反
対
11
、
退
席
１
で
不
採
択
〉

人事・請願

人
　
事

請
願
第
2
号

教
育
委
員
会
委
員

大
お お わ だ

和田 由
ゆ

梨
り

 氏

任
期	

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら

	

令
和
10
年
９
月
30
日

人
権
擁
護
委
員

稲
い な や ま

山 貞
さ だ ゆ き

幸 氏

任
期	

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

	

令
和
10
年
３
月
31
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

岡
お か の

野 裕
ゆ み こ

美子 氏

任
期	

令
和
７
年
１
月
17
日
か
ら

	

令
和
10
年
１
月
16
日

〈
賛
成
多
数
で
同
意
〉

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
４
名
・
補
充
員

４
名
が
指
名
推
選
に

よ
り
当
選

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

島し
ま
む
ら村

　
惠け

い
こ子 

氏	

（
宮
代
）

岡お
か
む
ら村

　
信の

ぶ
お夫 

氏	

（
東
）

宮み
や
し
た下

　
美み

や

こ
哉
子 

氏	

（
東
姫
宮
）

中な
か
む
ら村

　
豐ゆ

た
か 

氏	

（
須
賀
）

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

渋し
ぶ
や谷

　
清き

よ
の
ぶ信 

氏	

（
須
賀
）

小こ
じ
ま島

　
久く

み

こ
美
子 

氏	

（
中
）

西に
し
だ田

　
光こ

う
い
ち一 

氏	

（
和
戸
）

吉よ
し
ざ
わ澤

　
久く

み

こ
美
子 

氏	

（
東
粂
原
）

中
継
は
編
集
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

大
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
議
長
が
独
断

で
カ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
、
町
民
の
「
知

る
権
利
」
に
対
す
る
侵
害
で
検
閲
に
同
視

し
得
る
。
さ
ら
に
、
条
例
な
ど
に
よ
る
明

文
に
よ
る
根
拠
す
ら
な
い
の
で
賛
成
す
る
。

佐
藤 

将
行 

議
員

賛
成
討
論
討
論

取
消
を
命
じ
ら
れ
た
発
言
は
、
法
的
効

果
か
ら
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う

た
め
、
議
事
録
や
録
画
中
継
か
ら
削
除
さ

れ
る
。
こ
れ
は
他
の
議
会
で
も
同
様
で
あ

る
。
録
画
中
継
の
み
そ
の
ま
ま
と
い
う
主

張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

合
川 

泰
治 

議
員

反
対
討
論
討
論
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条例の制定・懲罰特別委員会

令
和
６
年
４
月
22
日
に
議
員
提

案
に
よ
る
（
仮
称
）
議
会
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定
の
た
め
の
、

第
1
回
勉
強
会
を
開
催
。
町
議
会

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
職
員
及
び
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
を
決
定
。
他
市
町
に
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
制
定
に

つ
い
て
の
視
察
を
検
討
。

令
和
６
年
５
月
20
日
に
第
2
回

勉
強
会
を
開
催
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

確
認
、
共
有
。
議
員
か
ら
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

→
職
員
26
名
、
議
員
８
名
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
た
こ
と
が
あ
る
→
職
員
78
名
、

議
員
10
名
。

令
和
６
年
６
月
17
日
、
第
3
回

勉
強
会
を
開
催
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

条
例
の
名
称
、
議
員
研
修
会
の
開

催
を
検
討
。

令
和
６
年
７
月
２
日
、
３
日
に

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
委

員
会
合
同
研
修
に
て
「
水
戸
市
議

会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
関
す

る
条
例
」
視
察
。
水
戸
市
議
会
改

選
後
、
議
会
に
新
人
議
員
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
は

と
考
え
て
条
例
の
制
定
の
運
び
と

な
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
町

は
現
在
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
起

き
て
い
る
た
め
、
水
戸
市
議
会
を

参
考
に
し
て
早
急
に
制
定
に
向
け

審
議
す
る
。

令
和
６
年
７
月
25
日
、
第
4

回
勉
強
会
を
開
催
。
そ
の
後
、
議

会
事
務
局
職
員
と
し
て
通
算
27
年

の
経
歴
を
も
つ
茨
城
県
取
手
市
総

務
部
情
報
管
理
課
長　
岩
﨑
弘
宜

（
ひ
ろ
ま
さ
）
氏
を
講
師
に
む
か

え
「
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
議
員
研
修

を
開
催
。
多
様
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

令
和
６
年
９
月
30
日
（
仮
称
）

宮
代
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
策
定
特
別
委
員
会
設
置
を
全

会
一
致
で
可
決
。

令
和
６
年
９
月
24
日
、
佐
藤
将

行
議
員
の
９
月
17
日
の
決
算
特
別

委
員
会
に
お
け
る
態
度
や
不
適
切

な
発
言
に
対
し
、
懲
罰
を
求
め
る

動
議
が
出
さ
れ
、
懲
罰
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
。

令
和
６
年
９
月
26
日
、
懲
罰
特

別
委
員
会
に
お
い
て
佐
藤
将
行
議

員
に
対
し
て
「
陳
謝
文
」
の
朗
読

が
賛
成
多
数
で
可
決
。

令
和
６
年
９
月
30
日
、
佐
藤
将

行
議
員
「
陳
謝
文
」
の
朗
読
が
賛

成
多
数
で
可
決
。
議
長
よ
り
佐
藤

将
行
議
員
に
「
陳
謝
文
」
の
朗
読

が
命
じ
ら
れ
、
陳
謝
し
た
。

陳 

謝 

文

私
は
、
９
月
17
日
の
決
算
特
別

委
員
会
に
お
け
る
会
議
中
に
、
議

会
の
秩
序
維
持
と
品
位
保
持
に
反

し
て
、「
机
を
叩
く
」、「
無
断
で
離

席
す
る
」、「
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る
」

と
い
う
行
動
や
議
会
事
務
局
職

員
に
対
し
て
、「
ふ
て
ぶ
て
し
い
」、

「
ば
か
」、「
さ
わ
る
な
っ
て
言
っ
て

る
だ
ろ
」
と
言
う
不
穏
当
な
発
言

に
よ
り
、
議
会
の
品
位
を
保
持
し
、

秩
序
を
守
る
べ
き
議
員
の
職
責
に

顧
み
て
、誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
の
私
の
言
動
は
、
冷

静
な
審
議
が
求
め
ら
れ
る
議
会
に

お
い
て
、
各
議
員
の
感
情
を
乱
す

挑
発
的
な
発
言
に
該
当
す
る
お
そ

れ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
行
為
を
慎

む
こ
と
は
、
品
位
を
求
め
ら
れ
る

宮
代
町
議
会
の
一
員
と
し
て
当
然

に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規

律
事
項
で
あ
る
と
認
識
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
二
度
と
議

会
の
規
律
を
乱
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
こ
の
場
に
お
い
て
お
約
束
い

た
し
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
私
ご
と
に

お
い
て
議
員
の
皆
様
に
多
大
な
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
く
に
至
っ
た

こ
と
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
深
く
反
省

し
、
誠
意
を
披
瀝
し

て
陳
謝
し
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
30
日　
　

佐
藤 

将
行

８
月
１
日
発
行
の
議
会
だ
よ

り
１
３
１
号
に
お
い
て
、
佐

藤
将
行
議
員
の
一
般
質
問
が

白
紙
に
な
っ
た
件
に
つ
い
て

内
容
に
つ
い
て
広
報
委
員
会

で
一
部
訂
正
を
求
め
た
が
、
本

人
が
訂
正
を
拒
否
し
、
白
紙
掲

載
と
な
っ
た
。

（
仮
称
）
宮
代
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み「宮代町議会ハラスメント防止条例（仮）」制定に向けた

アンケート調査結果（一部抜粋）
�あなたは、宮代町議会議員からハラスメントを受けたことがありますか。
職員▶ ある…26　ない…146	 議員▶ ある…8　  ない…5問 1

あなたは、宮代町議会議員または、宮代町職員が、宮代町議会議員からハ
ラスメントを受けているのを見たことがありますか。
職員▶ ある…78　ない…94	 議員▶ ある…10　ない…3

問 2

懲
罰
特
別
委
員
会
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一般質問項目一覧
 山妙子 議員

①100 年先を見据えた須賀小学校地域拠点施設の整
備は

❷ごみ減量化に向けての対応は
③今後の公共交通の方向性は
❹リフォーム補助金の活用
丸藤栄一 議員
①県の水道料金の値上げによる影響
❷高齢者の補聴器購入に補助を

P15

塚村香織 議員
❶当町のカスタマーハラスメント対策は
❷山崎地先交差点の安全対策を
❸実情に沿った防災対策の推進を
川野武志 議員
❶斑点米カメムシ類の防除対策
❷新しい村
❸和戸駅周辺整備

P16

佐藤将行 議員
❶自転車乗車時のヘルメット着用
❷税金浪費問題と事業関連文書
❸日工大サイエンスプロジェクト
❹職員による傷害事件と町長の法令に対する理解
⑤町内の公共交通問題
合川泰治 議員
❶町職員の副業を可能に
❷中学校の学校開放（土日）を
③須賀小学校の建設を町内商工業者で
❹高齢者等のタクシー助成券の枚数上限の撤廃を
❺町営自転車駐輪場に屋根の設置を

P18

泉伸一郎 議員
❶避難所運営の環境整備
❷災害でのトイレ対策
❸浸水被害対策
❹新型コロナ定期ワクチン接種への取組
福澤和美 議員
❶宮代町土地開発公社
❷会計年度任用職員
❸須賀小学校のＩＣＴ設備
❹宮代町クリスマスマーケット開催

P19

小島あけみ 議員
❶共生社会の実現を目指して
❷聴覚機能の衰え（ヒアリングフレイル）の周知を
鈴木次男 議員
❶自治会の存続
❷喫煙所
③進修館のブドウの木

P20

金子正志 議員
❶水道料金・下水道料金
❷法人住民税
③普通交付税の推移
④小売業年間販売額と製造品出荷額
❺人口減少の対策は
⑥新たなマスタープランの立案、あるいは見直しを

P21

一般質問とは、各議員が町の政策に対し、そ
の執行の状況や将来の方針などについて報告を
求めたり、政策的提言や行政の課題などを執行
者に直接質問することです。

ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくは QR
コードより録画配信をご覧ください。

町町のの考え考えをを問う問う！！

野原洋子 議員
❶安全性に疑問がある新型コロナウイルスワクチン

に対する町の見解と対応は
❷公設宮代福祉医療センター六花の診療体制の改善は
③進修館駐車場の有料化は
土渕保美 議員
❶友好都市
❷姫宮駅西口周辺整備事業
❸スポーツフェスティバル

P17

一般質問は９月４日、５日、６日
の３日間で行いました
※項目一覧の順番は抽選順です。
※�白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙
面の都合により掲載できなかったものです。
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一般質問ダイジェスト

ごみ減量化に向けての対応は

減
量
化
へ
の
取
組
は
。

環
境
資
源
課
長

①
生
ご
み
の
水
分
を
減

ら
す
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
す
る
。
生
ご
み
処

理
機
へ
の
助
成
継
続
や

食
品
ロ
ス
対
策
も
重
要

で
あ
り
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

②
令
和
４
年
度
食
品
ロ

ス
量
は
、
国
民
全
員
が

毎
日
ご
飯
茶
椀
１
杯

分
を
捨
て
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
一
人
あ

た
り
の
年
間
食
品
ロ
ス

量
42
㎏
の
重
り
体
験
の

水分量の減少は減量化につながる

機
会
や
、「
宮
代
町
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
協
力

店
」
制
度
を
導
入
。
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
親
し
み
や

す
い
「
す
て
ず
ん
」
を

活
用
し
た
啓
発
を
引
き

続
き
行
う
。

③
ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ

い
て
は
、
集
積
所
ま
で

ご
み
を
出
せ
な
い
町

民
へ
の
支
援
が
、
ご
み

処
理
を
適
正
か
つ
確
実

に
行
う
た
め
に
必
要
で

あ
る
。
対
応
可
能
件
数

と
い
う
制
限
は
設
け
ず
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
適
切

に
対
応
す
る
。

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
補
助
金

直
ぐ
に
予
定
額
と
な

り
使
え
な
い
。
補
助
金

額
の
増
額
を
。

産
業
観
光
課
長

５
月
20
日
で
申
請
が

３
０
０
万
円
に
達
し
、

ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
認
識

し
て
い
る
。
予
算
の
有

効
活
用
に
努
め
る
。　

町民及び事業者お一人おひとりが自分事として取組む

高齢者への補聴器の購入補助を

年
齢
を
重
ね
る
と
耳

が
聞
こ
え
に
く
く
な
る

の
は
、
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
。
２
０
１…

７
年
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
は
「
難

聴
へ
の
対
策
を
早
め
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
認

知
機
能
の
低
下
は
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
発
表
。

当
町
で
も
高
齢
者
の

認
知
症
予
防
の
た
め
に
、

補
聴
器
購
入
に
対
し
て

補
助
を
す
べ
き
。

健
康
介
護
課
長

ニーズ調査の結果を受けて考える

補
聴
器
の
認
知
機
能

低
下
の
予
防
効
果
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
や
、
過

去
に
町
民
か
ら
の
要
望

な
ど
も
な
い
。

厚
生
労
働
省
が

２
０
２
０
年
度
に
「
難

聴
高
齢
者
の
社
会
参
加

等
に
向
け
た
補
聴
器
利

用
と
効
果
に
関
す
る
研

究
」
と
題
し
た
調
査
で
、

宮
代
町
の
結
果
は
。

健
康
介
護
課
長

宮
代
町
は
調
査
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。

健
康
長
寿
を
目
指
し
、

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
、

社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
補
聴
器
購
入
補
助

を
取
り
組
む
考
え
は
。

町
長

宮
代
町
も
高
齢
化
率

が
非
常
に
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
大
事
な

問
題
。
２
０
２
５
年
度

に
実
施
す
る
介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
の
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
を
受
け

て
考
え
て
い
き
た
い
。

補聴器をつけて、生き生きと元気に

まるやま
山 妙

たえこ
子 議員

丸
がんどう
藤 栄

えいいち
一 議員

※生ごみ処理機（Island land ＨＰより）

※
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一般質問ダイジェスト

カスタマーハラスメント対策を！

全
職
員
対
象
の
ハ
ー

ド
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

な
ど
を
行
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
成
果
は
。

総
務
課
長

事
務
手
続
き
上
の
苦

情
に
は
適
切
に
対
応

し
、
理
解
を
頂
け
て
い

る
。
極
め
て
ま
れ
な
悪

質
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応

に
は
、
職
員
の
精
神
的

負
担
も
大
き
く
業
務
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

相
談
体
制
を
整
え
職
員

の
心
身
を
ケ
ア
し
、
関

組織でしっかり対応していく

係
機
関
と
調
整
し
て
い

る
。
10
月
か
ら
は
対
策

の
一
環
で
職
員
の
名
札

を
名
字
の
み
に
す
る
。

交
差
点
の
安
全
対
策

も
と
む
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
近
く
の
交
差
点
は
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。

地
区
か
ら
陳
情
も
あ
り
、

注
意
喚
起
の
道
路
標
示

な
ど
対
応
頂
い
た
が
、

そ
の
後
も
事
故
が
起
き

て
い
る
。
他
に
対
策
は

で
き
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長

注
意
を
引
き
付
け
る

よ
う
な
表
現
の
看
板
を

早
急
に
設
置
す
る
。

循
環
型
の
ト
イ
レ
設
置

災
害
時
に
一
番
困
る

の
は
ト
イ
レ
。
平
時
か

ら
活
用
で
き
る
循
環
型

ト
イ
レ
を
公
共
施
設
に

設
置
す
る
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長

水
や
排
水
が
不
要
で

災
害
時
に
期
待
で
き
る
。

有
用
性
を
検
討
す
る
。

暴力行為、侮辱発言、SNS の誹謗中傷はレッドカード！

斑
はんてん

点米カメムシ類の防除対策は

来
年
に
向
け
た
、
今

後
の
カ
メ
ム
シ
類
の
防

除
対
策
と
町
の
関
わ
り

方
は
。

産
業
観
光
課
長

色
彩
選
別
機
の
導
入

は
補
助
対
象
。
ド
ロ
ー

ン
な
ど
に
よ
る
薬
剤
散

布
へ
の
補
助
は
な
い
た

め
、
助
成
措
置
を
検
討

す
る
。

補
助
金
の
創
設
と
予

算
措
置
は
、
実
施
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

で
良
い
の
か
。

町
長

来年に向け助成措置を検討する

薬
剤
散
布
の
成
果
は

出
て
い
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
そ
の
辺
り
を
鑑

み
対
応
し
て
い
く
。

新
し
い
村
魅
力
ア
ッ
プ

魅
力
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
施
設
な
ど
の

改
修
計
画
は
。

産
業
観
光
課
長

現
在
、
改
修
の
必
要

な
個
所
や
改
修
方
法
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

和
戸
駅
周
辺
整
備

西
側
地
区
の
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
に
向

け
た
今
後
の
取
組
み
は
。

産
業
観
光
課
長

県
と
の
事
前
調
整
が

整
え
ば
、
令
和
７
年
３

月
の
認
可
を
目
指
す
。

残
土
の
山
の
解
消
は
。

副
町
長

解
消
に
向
け
た
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
単
独
で
考

え
る
の
で
は
な
く
て
、

和
戸
駅
西
口
の
開
発
な

ど
と
、
セ
ッ
ト
で
考
え

て
い
く
。

JA 南彩が実施したドローンによる薬剤散布

川
かわの
野 武

たけし
志 議員

塚
つかむら
村 香

かおり
織 議員
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一般質問ダイジェスト

ワクチンのデメリットの周知は

副
作
用
に
よ
る
健
康

被
害
の
訴
え
が
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し

て
い
る
か
。

健
康
介
護
課
長

秋
冬
の
定
期
接
種
の

情
報
が
国
や
製
薬
会

社
か
ら
示
さ
れ
た
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
直
近

の
当
町
で
の
死
亡
者
数

の
推
移
は
。

健
康
介
護
課
長

令
年
元
年
３
３
４
件
、�

副作用について周知する

令
和
２
年
３
５
７
件
、

令
和
３
年
３
５
８
件
、

令
和
４
年
４
２
９
件
、

令
和
５
年
４
３
７
件
。�

秋
冬
の
定
期
接
種
は

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
す
る
の
か
。

健
康
介
護
課
長

現
在
は
ま
だ
未
定
。

治
験
さ
れ
た
国
で
認

可
さ
れ
ず
、
世
界
で
は

日
本
の
み
認
可
さ
れ
た

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

は
安
全
性
に
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
情

報
を
町
民
に
周
知
す
る

の
か
。

健
康
介
護
課
長

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
で
周

知
す
る
。

公
設
宮
代
福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
六
花
の
診
療

体
制
の
改
善
は
。

健
康
介
護
課
長

診
療
時
間
を
延
長
し
、

職
員
の
接
遇
の
改
善
に

努
め
る
。

コロナワクチンの効果はあったのか？

姫宮駅西口周辺整備事業の進
しんちょく

捗は

北
春
日
部
へ
の
町
道

２
５
２
号
線
の
延
伸
、

並
び
に
西
口
ロ
ー
タ

リ
ー
付
近
の
景
観
整
備

の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

北
春
日
部
方
面
へ
の

延
伸
区
間
は
街
路
事
業

の
認
可
を
得
て
事
業
を

進
め
る
中
で
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
系
の
企
業
が

出
店
検
討
の
意
向
を
示

し
た
。
出
店
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
関
係
機
関

と
協
議
し
、
開
発
を
周

辺
地
域
に
も
拡
大
す
る
。

開発を周辺地域にも拡大していく

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近

の
景
観
整
備
は
今
年
度

か
ら
着
手
す
る
。

友
好
都
市
の
締
結
を

各
地
で
大
災
害
が
発

生
し
て
い
る
。
宮
代
町

は
現
在
、
友
好
都
市
を

結
ん
で
な
い
。
災
害
が

起
き
た
場
合
の
課
題
は
。

町
民
生
活
課
長

広
範
囲
に
被
害
が
及

ぶ
場
所
、
国
や
県
が
主

導
と
な
り
、
い
ち
早
く

支
援
が
受
け
ら
れ
る
か

が
課
題
。
友
好
に
よ
る

協
定
な
ど
は
対
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
た
め
、
防

災
を
含
め
た
友
好
都
市

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

参
加
者
の
減
少
へ
の

対
策
は
。

教
育
推
進
課
長

昨
年
を
上
回
る
体
験

ブ
ー
ス
を
設
け
る
と
と

も
に
、
新
た
に
小
中
学

生
と
高
齢
者
向
け
に
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
。

ホームセンター系の企業が出店検討の意向を示した

野
のはら
原 洋

ようこ
子 議員

土
つちぶち
渕 保

やすみ
美 議員

※月刊「ザ・リバティ」2024 年 11 月号より。死者数は厚生労働省発表

※
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一般質問ダイジェスト

半年間不法駐車の責任追及は？

半
年
間
不
法
駐
車
の

事
件
は
、
多
く
の
批
判

が
町
民
か
ら
噴
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
指
定
管

理
者
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
業
務
怠

慢
が
原
因
で
あ
る
の
に
、

町
は
な
ぜ
追
求
を
行
わ

な
い
の
か
。

町
民
生
活
課
長

今
回
は
レ
ア
ケ
ー
ス
で

あ
り
、
当
時
と
し
て
は
最

善
の
対
策
を
取
っ
た
。

法
改
正
に
よ
り
、
自

転
車
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
補
助
を
行
う

当時としては最善の対策を取った

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

当
町
の
対
応
は
。

町
民
生
活
課
長

啓
発
を
引
き
続
き
行

う
（
補
助
予
定
な
し
）。

職
員
と
町
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
で
、
町
民
か
ら

の
話
は
聞
い
た
の
か
。

町
長

町
民
と
の
話
は
し
て

い
な
い
。

税
金
の
無
駄
遣
い　

　
　
　
　
日
工
大
で
の
校
外
授

業
で
移
動
の
際
、
大
学

近
隣
に
住
む
生
徒
ま
で

60
万
円
程
予
算
を
使
い

バ
ス
移
動
と
し
た
件
に

つ
き
、
再
検
討
は
。

教
育
推
進
課
長

現
時
点
で
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
。

新
井
町
長
か
ら
の
６

年
ほ
ど
で
、
一
般
会
計

は
な
ん
と
１・
５
倍
も

の
増
と
な
っ
た
。
無
駄

削
減
の
た
め
の
検
証
を

な
ぜ
行
わ
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課
長

議
会
審
議
さ
れ
た
。

指定管理者の知り合いの半年間不法駐車に、町は追求せず！

町職員の副業を可能に

当
町
で
副
業
を
認
め

る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

総
務
課
長

地
域
貢
献
が
期
待
で

き
る
活
動
に
限
り
認
め

る
な
ど
、
一
定
の
条
件

を
整
備
し
た
上
で
認
め

て
い
く
。

中
学
校
の
校
庭
な
ど

の
学
校
開
放
を
（
土
日

と
休
日
）。

教
育
推
進
課
長

す
べ
て
の
中
学
校
で

同
様
に
開
放
す
る
の
は

難
し
い
。
使
用
状
況
が

少
な
い
学
校
で
は
、
学

条件を整備して認めていく

合
あいかわ
川 泰

たいじ
治 議員

校
側
と
の
調
整
や
課
題

の
解
決
が
前
提
に
な
る

が
、
可
能
な
範
囲
で
開

放
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
枚
数
制
限
の

撤
廃
を
。

健
康
介
護
課
長

枚
数
制
限
の
理
由
は
、

定
期
的
に
通
う
病
院
や

買
物
な
ど
に
行
く
た
め

の
移
動
手
段
の
補
助
で

あ
り
、
遠
出
に
使
用
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
。　

仮
に
制
限
を
撤
廃
し

た
場
合
、
一
度
に
大
量

の
助
成
券
を
使
用
す
る

ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
本
来
の

移
動
手
段
か
ら
逸
脱
し

て
し
ま
う
た
め
、
制
限

の
撤
廃
は
考
え
て
い
な

い
。町

営
駐
輪
場
に
屋
根

の
設
置
を
。

町
民
生
活
課
長

姫
宮
駅
西
口
は
、
構

造
上
安
全
基
準
を
満
た

せ
る
か
確
認
す
る
。

宮代町にも働き方改革をファーストペンギンに期待

佐
さとう
藤 将

まさゆき
行 議員

培った人間関係が町の仕事に役立つ

報酬でより責任感が生まれる
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一般質問ダイジェスト

避難所での女性職員の登用を！

防
災
対
策
と
女
性
防

災
担
当
職
員
の
登
用
は
。

町
民
生
活
課
長

危
機
管
理
担
当
職
員

が
自
主
防
災
組
織
の
防

災
訓
練
に
出
向
き
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
と
自
助
・
共
助
の

必
要
性
を
周
知
し
て
い

る
。
女
性
目
線
の
運
営

も
重
要
で
あ
り
、
女
性

職
員
の
起
用
を
検
討
し

て
い
く
。

災
害
時
の
ト
イ
レ

災
害
時
で
の
ト
イ
レ

女性目線で課題や備えを充実へ

対
策
と
備
蓄
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長

避
難
所
に
お
け
る
ト

イ
レ
対
策
は
、
非
常
用

簡
易
ト
イ
レ
の
利
用
と

発
災
後
数
日
間
の
初
動

期
に
仮
設
ト
イ
レ
の
利

用
、さ
ら
に
は
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
想

定
し
て
い
る
。
備
蓄
で

は
、
非
常
用
簡
易
ト
イ

レ
３
万
回
分
を
確
保
。

浸
水
被
害
対
策

浸
水
被
害
対
策
で
の

排
水
設
備
の
向
上
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

県
事
業
で
の
姫
宮
落

川
の
河
川
改
修
を
実
施
。

道
路
側
溝
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
蓋
へ
の
交
換
や
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
実
施
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
取
組
は
。

健
康
介
護
課
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
方
を
対
象
に
、

定
期
接
種
と
し
て
実
施
。

接
種
期
間
は
令
和
７
年

１
月
31
日
ま
で
。

避難所開設には女性職員の起用で、きめ細やかな支援を

クリスマスマーケットの開催を

ス
キ
ッ
プ
広
場
を
ツ

リ
ー
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
て
は
い
か
が
か
。

産
業
観
光
課
長

現
在
開
催
の
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
す
る
際
に
、

新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て

検
討
す
る
。

土
地
開
発
公
社

土
地
開
発
公
社
の
解

散
は
。

企
画
財
政
課
長

解
散
を
す
る
と
再
度

新たなテーマとして検討していく

認
可
を
受
け
る
こ
と
が

非
常
に
難
し
い
。
慎
重

な
検
討
が
必
要
。

会
計
年
度
任
用
職
員

現
在
、
毎
年
公
募
で

面
接
し
て
い
る
が
、
次

年
度
も
希
望
が
あ
れ
ば
、

公
募
の
面
接
に
よ
ら
ず

引
き
続
き
任
用
す
る
考

え
は
。

総
務
課
長

令
和
７
年
の
採
用
よ

り
、
翌
年
度
も
同
一
の

業
務
で
本
人
の
希
望

が
あ
り
、
勤
務
実
績
が

良
好
で
あ
る
場
合
、
公

募
に
よ
ら
な
い
任
用
を

行
っ
て
い
く
。

須
賀
小
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
設
備
の
進
捗
は
。

教
育
推
進
課
長

専
門
的
な
見
地
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
今
後
の
教
育

に
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
検
討
し
て
い
く
。

クリスマスマーケットでクリスマスを楽しもう！

 泉
いずみ
 伸
しんいちろう
一郎 議員

福
ふくざわ
澤 和

かずみ
美 議員
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一般質問ダイジェスト

共生社会の実現をめざす施策は

当
町
に
お
け
る
認
知

症
施
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

健
康
介
護
課
長

相
談
窓
口
の
周
知
及

び
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
う
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
を
検
討
し
て
い

く
。認

知
症
の
人
に
対
す

る
適
切
な
接
し
方
を
身

に
つ
け
る
ケ
ア
技
法

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
導
入
す
る
考
え
は
。

認知症についての理解を広める

健
康
介
護
課
長

実
施
し
て
い
る
先
進

例
と
し
て
、
認
知
症
の

基
礎
知
識
と
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
を
一
緒
に
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
の
で
、

参
考
に
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
※ 

の
周
知

聴
覚
機
能
な
ど
の
衰

え
は
、
認
知
症
や
う
つ

状
態
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

早
期
に
見
つ
け
る
た
め

の
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
の

作
成
や
、
聴
覚
チ
ェ
ッ

ク
の
ア
プ
リ
の
活
用
の

考
え
は
。

健
康
介
護
課
長

難
聴
に
な
ら
な
い
た

め
に
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
必
要
と
な
る
の

で
、
周
知
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
ア

プ
リ
の
利
用
に
つ
い
て

も
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

誰もが自分らしく暮らし続けられる社会に

地区・自治会を存続させるには

町
と
地
区
・
自
治
会

と
の
関
係
は
。

町
民
生
活
課
長

町
は
地
区
・
自
治
会

の
活
動
を
支
援
し
、
地

区
・
自
治
会
は
町
の
事

業
や
行
政
事
務
に
協
力

す
る
な
ど
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
の

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ

る
。自

治
会
の
加
入
者
を

増
や
す
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
。

町
民
生
活
課
長

全力でバックアップする

日
頃
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
が
築
け
ら
れ
れ

ば
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
活
動

が
で
き
る
。
減
っ
て
い

る
理
由
の
中
に
は
、
活

動
が
大
変
で
負
担
が
大

き
い
と
の
理
由
が
あ

る
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
他
地
区
の
事
例
を

紹
介
す
る
な
ど
、
全
力

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

喫
煙
所
の
設
置
を

改
正
健
康
増
進
法
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
で

は
、
閉
鎖
型
な
ら
ば
建

物
外
に
設
置
で
き
る
。

令
和
５
年
度
た
ば
こ
税

は
、
１
億
８
８
０
０
万

円
で
あ
る
。
ユ
ニ
ッ
ト

式
の
喫
煙
所
は
、
３
０…

０
万
円
ぐ
ら
い
で
設
置

で
き
る
。
町
の
考
え
は
。

町
長

喫
煙
所
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
昨
年
12
月
議

会
に
議
員
か
ら
も
、
必

要
な
い
と
意
見
を
も

ら
っ
て
い
る
。

クリーン古利根清掃活動

小
こじま
島 あけみ 議員

鈴
すずき
木 次

つぎお
男 議員

※ヒアリングフレイルとは…聴覚機能の低下による身体の衰え（フレイル）の一つで、耳の衰弱を意味します。
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一般質問ダイジェスト

出生数・若年女性人口減少の対策は

町
の
出
生
数
、
若
年

女
性
人
口
（ 

20
～
39

歳
）
は
下
が
り
続
け
て

い
る
。
対
策
は
。

企
画
財
政
課
長

出
生
数
は
、
10
年
後

に
約
１
５
０
人
、
20
年

後
に
は
１
５
０
人
を
割

り
込
む
と
推
計
。

若
年
女
性
人
口
は
、

10
年
後
に
約
３
８
０
人

減
少
、
20
年
後
に
は
約

６
０
０
人
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。

子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

町の魅力発信に取り組んでいく

法
人
住
民
税
の
改
善

宮
代
町
は
駅
が
３
つ

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

法
人
住
民
税
は
極
端
に

低
い
。
対
策
は
。

税
務
課
長

近
隣
５
市
２
町
で
一

番
低
い
。
法
人
数
の
差

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
る
。
法
人
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

水
道
・
下
水
道
料
金

県
水
を
令
和
８
年
４

月
か
ら
23
％
値
上
げ
す

る
。
影
響
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

町
水
道
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
水

道
料
金
の
改
定
率
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
案
と

し
て
ま
と
ま
っ
た
ら
公

表
す
る
。

下
水
道
事
業
も
、
令

和
８
年
度
ま
で
に
改
定

率
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

出生数は昭和 50 年に 458 人、今は 180 人に減少。さらに…

金
かねこ
子 正

ただし
志 議員

町村議会で県内初のハラスメント防止条例制定へ

田
た
島
じま
 正
まさのり
徳 議長

宮
代
町
議
会
は
、
皆
様

か
ら
の
直
接
選
挙
で
選
ば

れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
る

議
決
機
関
で
す
。
そ
の
自

覚
と
誇
り
を
持
ち
、
公
正

な
議
論
を
尽
く
し
、
町
政

の
発
展
と
町
民
の
皆
様
の

生
活
と
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
よ
る
職

員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ま
た
議
員
に
よ
る
議
員
へ

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
町

民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る

行
為
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、

自
ら
の
良
識
と
責
任
、
高

い
倫
理
性
を
も
っ
て
公
正

な
政
治
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
信

頼
を
裏
切
る
よ
う
な
行
為

が
な
い
よ
う
に
、
10
月
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
策
定
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
12
月
定
例
会
に

お
い
て
議
員
提
案
と
し
て

条
例
を
制
定
す
る
予
定
で

す
。５

月
、
役
場
全
職
員
と

全
議
員
対
象
に
、
議
員
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
状
況

を
把
握
す
る
為
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
条
例
制
定
に
先

立
ち
、
勉
強
会
を
４
回
実

施
し
、
ま
た
７
月
25
日
に

は
取
手
市
役
所
岩
﨑
弘
宜

課
長
に
よ
る
「
議
会
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
の
議
員
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
議

会
改
革
を
積
極
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。　

ハラスメントは絶対ダメ！
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議案に対する各議員の賛否
議

案

番

号

議　　案 主な内容
議

決

結

果

無会派 公明党 令和新風の会 議 

長６人 ２人 ５人
佐
藤　
将
行

丸
藤　
栄
一

山　
妙
子

福
澤　
和
美

野
原　
洋
子

金
子　
正
志

小
島
あ
け
み

泉　
伸
一
郎

鈴
木　
次
男

合
川　
泰
治

塚
村　
香
織

土
渕　
保
美

川
野　
武
志

田
島　
正
徳

37 専決処分の承認を求めること ☞ P11 承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

38 令和 5 年度宮代町一般会計歳入歳出決算の認定 ☞ P2 ～ P8 認
定● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

39 令和 5 年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定 ☞ P9 認

定● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

40 令和 5 年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ☞ P9 認
定● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

41 令和 5 年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定 ☞ P9 認

定〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

42 令和 5 年度宮代町水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ☞ P9 認
定● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

43 令和 5 年度宮代町下水道事業会計利益の処分及び決算の認
定 ☞ P9 認

定● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

44 宮代町税条例の一部を改正する条例 地方税法などの改正に伴い、
一部改正

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

45 宮代町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ☞ P11 可
決● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

46 宮代町水道事業給水条例の一部を改正する条例 水道法などの改正に伴い、
一部改正

可
決● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

47 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更 医療の確保に関する法律の
一部改正に伴い、規約変更

可
決● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

48 町道路線の認定
字川端地内の開発行為に伴
い町に帰属された開発道路
を町道路線に認定

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

49 宮代町教育委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P12 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

50 宮代町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を
求めること ☞ P12 同

意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

51 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること ☞ P12 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

52 令和 6 年度宮代町一般会計補正予算（第 2 号） ☞ P10 可
決● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

53 令和 6 年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） ☞ P10 可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

54 令和 6 年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第 1 号） ☞ P10 可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

55 令和 6 年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1
号） ☞ P10 可

決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

56 令和 6 年度宮代町水道事業会計補正予算（第 1 号） 収益的支出を 4,881,000
円減額

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

57 令和 6 年度宮代町下水道事業会計補正予算（第 1 号） 資本的収入を 1,6203,000
円減額

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

58 財産の取得
平成 27 年度小学校の教科
用図書の改訂に伴い教師用
教科書及び指導書を更新

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

59 財産の取得
令和元年度小学校の教科用
図書の改訂に伴い教師用教
科書及び指導書を更新

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

60 財産の取得
令和 3 年度中学校の教科
用図書の改訂に伴い教師用
教科書及び指導書を更新

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

61 財産の取得
令和 5 年度中学校の教科
用図書の改訂に伴い教師用
教科書及び指導書を更新

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

議
員
議
案

第
１
号

（仮称）宮代町議会ハラスメント防止条例策定特別委員会
の設置 ☞ P13 可

決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

請

願

第
２
号

町民の信頼を回復するために、議会中継の編集等を行わな
いように求める ☞ P12

不
採
択

〇 退 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● −

○賛成　●反対　退 退席　−議長は表決に加わらない
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視察研修報告

先 進 自 治 体 か ら 学 ぶ先 進 自 治 体 か ら 学 ぶ
議会運営委員会、議会広報委員会の合同視察研修（７月２・３日）は、ハラスメント条例制定・

議会だより作成の先駆的な自治体へ伺い、学んできました。

議会運営委員会▶ ５名参加議会広報委員会▶ ４名参加

栃木県  高
た か

根
ね

沢
ざ わ

町
ま ち

栃木県  高
た か

根
ね

沢
ざ わ

町
ま ち

視察テーマ カフェ・ド・ギカイ（議会報告会）
の取り組み

視察テーマ「議会だより たかねざわ」の
編集等について

人口
28,757人※

人口
28,757人※

茨城県  水
み

戸
と

市
し

視察テーマ ハラスメントの根絶に関する
条例

人口
267,095 人※

栃木県  那
な

須
す

町
ま ち

視察テーマ 読みやすく、分かりやすく、
親しまれる議会広報

人口
23,883 人※

より広く町民の声を聴く機会とするためにイノ
ベーションしていく「カフェ・ド・キカイ」、ネー
ミングが素晴らしいと思いました。「ハラスメン
トの根絶に関する条例」では、「多数派の横暴と
ならないように配慮した」の言葉が印象的でした。

両町とも表紙には、子どもの写真へのこだ
わりが印象的です。また、広報誌を身近に感
じてもらうため、町民の意見や顔写真の掲載
や QR コードを多用して、情報をもっと詳し
く知らせていることが参考になりました。

●
多
様
な
参
加
者
を
募
る

「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
変

わ
ら
な
い
従
来
の
議
会
報

告
会
を
、
中
高
生
を
対
象

に
し
た
り
、
女
性
限
定
に

す
る
な
ど
、
名
前
も
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ

カ
イ
」
に
し
、
参
加
し
や

す
い
雰
囲
気
に
変
化
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
特
に
中
高

生
が
積
極
的
に
参
加
し
、

大
人
に
負
け
な
い
発
言
を

し
て
い
る
そ
う
で
、
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

●
改
選
を
機
会
に
施
行

　
水
戸
市
は
今
年
３
月
に

「
水
戸
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
に
関
す
る
条

例
」
を
施
行
し
て
い
る
。

新
人
議
員
が
増
え
た
こ
と

も
あ
り
、
改
め
て
議
会
内

に
ル
ー
ル
を
作
る
必
要
性

を
感
じ
、
施
行
。
あ
ら
ゆ

る
議
員
へ
の
配
慮
を
傾
注

し
た
と
の
こ
と
、
大
切
な

視
点
で
し
た
。

●
視
察
研
修
の
目
的

町
民
の
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
作

る
た
め
、
今
ま
で
に
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
獲
得

し
た
高
根
沢
町
・
那
須
町

で
、
表
紙
の
写
真
の
撮
り

方
や
誌
面
作
り
の
コ
ツ
を

学
ぶ
。

●
高
根
沢
町
で
は

表
紙
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
写
真
を
使
用

た
り
、
各
質
問
に
対
し
て
町

民
か
ら
の
意
見
を
一
言
頂

き
、
顔
写
真
を
載
せ
る
な

ど
、
知
り
合
い
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
で
、
町
民
の
方

が
見
た
く
な
る
よ
う
な
工

夫
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
那
須
町
で
は

読
み
や
す
く
、
分
か
り

や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
縦

書
き
か
ら
横
書
き
へ
リ
メ

イ
ク
す
る
た
め
に
、
右
綴

じ
か
ら
左
綴
じ
に
変
更
す

る
な
ど
、
果
敢
に
取
組
ん

で
い
ま
し
た
。

※人口数は令和６年４月１日現在
23 2024年（令和６年）９月定例議会
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議
会
だ
よ
り

再生紙を
使用して
います。

議会についての詳しい内容は、宮代町のホームページでも見られます。
https://www.town.miyashiro.lg.jp

編
集
後
記

７
月
に
高
根
沢
町
と
那

須
町
に
広
報
委
員
会
の
視

察
に
行
き
、
目
を
引
く
写

真
の
撮
り
方
や
、
被
写
体

の
選
び
方
な
ど
、
学
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
議
会
懇

談
会
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も「
サ

ロ
ン
・
ド
・
ギ
カ
イ
」
と

変
わ
り
ま
し
た
。
よ
り
、

町
民
が
主
役
、
町
民
目
線

の
議
会
と
議
会
だ
よ
り
を

作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

�

（
野
原
）

宮
代
町
宮
東
地
区
に
生

ま
れ
、
百
間
小
学
校
、
前

原
中
学
校
、
県
立
高
校
、

日
本
工
業
大
学
を
卒
業
し

て
、
現
在
は
地
元
で
自
動

車
販
売
修
理
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

良
縁
に
恵
ま
れ
、
今
で

は
息
子
一
人
、
娘
三
人
の

４
人
の
父
親
に
な
り
ま
し

た
。
子
供
達
も
自
分
と
同

じ
よ
う
に
、
こ
の
宮
代
の

地
で
地
域
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
、
毎
日
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

今
、
休
み
の
日
や
学
校

が
終
わ
っ
た
後
の
息
子
と
、

近
所
の
宮
東
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
借
り
て
野
球
の
練
習
を

す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い

で
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
も
無
料
で
す
ぐ
に

借
り
ら
れ
て
、
便
利
に
使

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
草
が
生
い
茂
り
、

練
習
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
頃
無
料

で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
利
用
者
で
、
草
刈
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。
町
で
呼
び

か
け
て
も
ら
え
れ
ば
や
る

気
に
な
る
人
は
い
る
と
思

い
ま
す
。
あ
の
大
谷
翔
平

選
手
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の 声町民町民町民

成
なり

田
た

 勝
かつ

哉
や

 さん
　　 仁

じん

哉
や

 さん（小 2）
（宮東）

議会を議会を
傍聴しませんか傍聴しませんか
12 月議会の予定は12 月議会の予定は

1111月月2828日（木） 日（木） 午前10 時開会午前10 時開会

場所　議場場所　議場（進修館小ホール）（進修館小ホール）

一般質問は 12 月２日㈪・４日㈬・５日㈭一般質問は 12 月２日㈪・４日㈬・５日㈭

第32回
町民と議員との議会懇談会

サロン・ド・ギカイ
開催日 11月9日土

午前10時～12時
場　所 進修館大ホール
内　容「地域の課題について」

表
紙
の
写
真
紹
介

10
月
13
日
に
、
町
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。「
ハ
ナ
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
共
に
防
災
訓
練
」
な

ど
、
競
技
と
い
う
よ
り
も
、
や
っ

た
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

ブ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
体
を

動
か
す
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
方
も

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
康
促
進
の
た
め
に
も
日
々
の
運

動
は
重
要
で
す
ね
。

今回は町内自治会長、区長の皆様の
ご参加となります。
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